日本産第四紀イノシシ by 藤田, 正勝
氏名
学位の種類
学位記番号
学位授与年月日
学位授与の要件
学位論文名
論文審査委員
藤田正勝
博土(理学)
第3922号
平成13年3月23日
学位規則第4条第 l項該当者
Quaternary Wild Boars of Japan 
(日本産第四紀イノシシ)
主査教授熊井久雄
副主査助教慢 吉川|周作
副主査教授八尾
論文内容の要旨
昭
イノシシは、日本において最も身近な大型の晴乳類の一つである。しかし、 H本のイノシシ化石の出生
物学的研究は70lTて以上にもなるが、最近のイノシシの分類学的研究や地質学・年代学的研究に基づく総括
的な研究はされてこなかった。近年、アフリカ産やヨーロッパ産、インド産イノシシ科 (Sui dae)の化
石や現住標本を中心lこ、分類学的に整理され、それらの系統関係が明らかになってきた (Groves，1981; 
Pickford. 1988: Made. 1996 etc.にまた、 Susscrofαは形態や大きさにおいて、非常に変異の幅が広い
ことが明らかにされた (Groves，1981;今泉， 1973 etc.).一方、岡山似NT洞から、日本の中期更新世
の化石産地として最大震のイノシシ化石が発見され、それらはSusscrofaであることが明らかになった
(Fuj i taet α1.. 2000). 
本研究はこれまでに報告・された日本産第四紀イノシシ化右ーを、地質学や最近の分類学的研究に基づいて
総括的に再検討した最初のものである。地質学・年代学的再検討の結果、イノシシを産出する化社ゴ産地は
2 fjljを除いて中期更新世、後期更新開、として完新世に属することがわかった。また、多くの現生標本や
化石標本の直接観察や引湖、最近の分類学的研究に基づく再検討の結果、次のようなことが分かった.こ
れまでに報告されてきたSusnipponicusやその亜種、 Suscf. lydekkeri、そしてSusleucoTrり叫αxとされ
てきたイノシシ化石は、すべてシノニム(異名)としてSusscrofαまたはSuscf. scrof，αであることが明
らかになった.しかし、これらの大きさはおおよそ年代ごとに異なることが認められ、中期更新世のイノ
シシは大型、完新世の本州、|中古[5や東北部産は中型、完新世の本州西南部や九州産のイノシシは、現生イノ
シシ (Susscrofαleucomystax)の大きさである小型に分けられた.
S、 scrof，αの祖先は知られていないが、 S.scrof，αは後期鮮新世または前期更新世までにアジアに現れ、
中期更新世にはヨーロッパからインド、中国だけでなく日本にも分布を広げたと考えられる。これは
Kawamura (1988)や小西・吉川 (999)が主張する、およそO.43Maに形成された陸橋を通って来たと考え
られる。また、その後、大障からの哨乳動物の移入はなかったと考えられているので (Kawamura.1989. 
1999;小西・吉川， 1999 etc.)、小型化の原因は島唄化によるものと考えられる。後期更新世にはほとん
どイノシシ化石が見つからないことから、絶滅に近い状態になった。しかし、完新世になるとイノシシ化
石は遺跡などを中心に非常に多く崖出することから、急速に勢力を伸ばし、現在の状態に至ったと考えら
れる。
論文審査の結果の要旨
日本l輩の第四紀イノシシ化右の系統分類については Shi kama (949)以来断片的研究以外は行なわれて
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こなかった。しかし、近年 Made(996)などによる世界的なイノシシ化石の系統分類が進むにつれ、日本
産第四紀イノシシ化石の分類上の矛屑点が指摘されはじめた。 Shikamaによる系統分類は、その後の産出
層準の訂正によって系統上の位置が逆転してしまったり、 Made等の分類基準と異なるなどいくつかの間
題点を持っている。また、第四紀の海水準変化に伴う陸橋成立による大陸から円本列島ーへの動物群移動や
第四紀における晴乳動物群の構成などに関してこのイノシシ化石の系統分類は大きな要案となるので、そ
の再検討が要請されていた。
筆者は以 1.-の点、を念頭に、吏新世から完新世の円本産イノシシ化石の産地15地点、について、その産出層
準を個々の化石について現地で検討し、放射年代や随伴化石種、火山灰編年、考古学的遺物などを吟昧し
て年代を決定した.また、個々の化石については Sissonand Grossman (1953)以降 Madeまでの伝統的
計測法に則って、頭骸や歯を測定した。この結果、日本産のイノシシ化社コーの産出層準は大きく 2分され、
中期更新世の中期から後期にかけてのものと、後期更新世後期から完新世にかけてのものになる。後期更
新世前期のものは確認されなかった。さらに、化石計測の結果は大阪市立大学医学部に保管されている現
生標本と比較し、頭骸や歯の計測値相Eの此や歯の形態などによる検討を行なった。
以上の結果を総合して、筆者は日本芹イノシシ化石すべてが現とり軍Susscrof.αの個体変異内に入ること
から、中期更新世以降の日本産イノシシ化石はすべてSusscrojαであるとし、中期更新刊のものはその比
較的大型のもの、後期更新世から完新世にかけてのものは中型と小型が混在しているものとした。
このように、本論文は克明な第内系地質層序に裏打ちされた地層判定と古生物学的検討によって、日本
産イノシシ化石の系統分類を明らかにしたことによって第四紀層序学および第四紀古生物学分野での発展
に寄与する成果を得ており、博士(理学)の学位を授与するに値するものと審査した。
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